
 

 

 

                       

平成３０年 ６月 ２２日 

海事局検査測度課 

先端技術に対応した船舶検査・測度の改革を推進！ 

～「新たな船舶検査・測度制度の構築に向けた検討会」の立ち上げ～ 
 

 

 

 

○ 「第４次産業革命」と呼ばれる動きが世界的に活発化しておりデジタライゼーションへの対

応が求められる状況下、長い歴史を有する船舶検査・測度の分野においても、これまでの

やり方では困難であった大幅な合理化や一層の品質向上が具体的に実現出来る可能性

が高まってきているものと考えられます。 

○ ６月１日（金）に交通政策審議会海事分科会海事イノベーション部会で取りまとめられた「海

事産業の生産性革命の深化のために推進すべき取組について」の中にも、「海事産業のデ

ジタライゼーションへの対応」のひとつとしてこのような観点が位置づけられていますが、現

状においては、①遠隔技術等の新技術を活用した船舶検査・測度、②IoT データ・画像を活

用した船舶検査・測度、③電子証書の導入・手続きの電子化といったテーマが想定されると

ころです。 

○ このような趣旨から、海事分野のみならず他分野からの参加も得た新たな検討会を設置

し、船舶検査・測度の制度改正も視野に取組を本格化します。 

記 

１. 日  時 ： 平成３０年６月２６日（火） １４：００～１６：００ 

２. 場  所 ： 中央合同庁舎３号館１階共用会議室 （千代田区霞が関２－１－３） 

※検討会詳細については、別紙参照。 

＜取材・傍聴について＞ 

報道関係者によるカメラ撮りは、冒頭のみ可能です。当日は、１３：５０までに集合下さい。 

参加メンバー各位による率直かつ自由な意見交換を行うため、原則非公開としますが、

議事要旨は、国土交通省 HP にて公表する予定です。  

 

 

 

 

 

一般的な船舶検査・測度の様子 

【問い合わせ先】 

海事局検査測度課 沖本、野宮（内線 44-122、44-126） 

TEL：03-5253-8111（代表）  03-5253-8639（直通） 

FAX：03-5253-1644 

 

デジタライゼーションが急速に進展している状況下、船舶検査・測度の受検者が効率的な受

検や品質向上の観点においてそのメリットを最大限享受出来るよう、新たな船舶検査・測度

制度の構築に向けた検討会を立ち上げ、制度改正も視野に取組を本格化します。 


